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「目的」演者らは乳牛にハープ類を給与すると精油成分が
牛乳中に移行し風味が変化することを報告している。さら
に、ハーブの持つ機能性を牛乳に付加することが可能で、あ
ると考えられる。本試験で、はハーブの給与が乳量、乳成分

および牛乳の抗酸化力に及ぼす影響について検討した。
「方法」レモングラス、ペパーミントおよびパジルを供試
した。 4頭の乳牛をャ用い、 1期14日の4x4のラテン方格法に
したがって給与試験を実施し、乳生産および牛乳中の抗酸
化性に及ぼす影響を検討した。牛乳の抗酸化力は抗酸化力
測定キットを使用した。「結果」乳量、乳成分について処
理聞に有意差は認められなかった。牛乳の抗酸化力はハー
ブ給与によって上昇し対照区とペパーミント区の聞には有
意差 (p<0.05)が認められた。以上の結果から各ハーブ
を乳牛に給与した、乳量、乳成分に対して影響をもたらさ
ず牛乳中の抗酸化力を高めることが明らかになった。


